
 

 

 

 

 

 

 
 

「高齢者の接種日程・会場は調整中です」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①医療従事者 
②高齢者施設
入所者等及び
その従事者 

③入院患者 
④６５歳以上
の高齢者 

№２２ 令和３年４月１１日発行 洞爺湖町新型コロナウイルス感染症対策本部 

【洞爺湖町のワクチン接種体制について】 

 

【町内公共施設の利用（集会所を含む）のお願い】 

 

町内公共施設の利用に際しては、感染予防対策を徹底いただくとともに、以下の点をご留意の上、ご

利用いただきますようお願いします。 

①施設利用前に、体調を確認してください。 

（発熱・のどの痛み・頭痛などの風邪の症状、体調に異変を感じる方は利用をご遠慮願います。） 

②施設利用前と後の手洗い及び消毒を徹底してください。 

③必ずマスクを着用してください。 

④室内の空気の入れ替え(窓や出入口を空ける)を徹底し、換気の悪い密閉空間を避けてください。 

⑤隣との間隔が、最低 1ｍ程度確保できる人数の利用とし、密集を避けてください。 

⑥飲食を伴う利用はご遠慮願います。 

裏面につづく 

洞爺湖町では、町内の医療機関のご協力をいただき、虻田地区と洞爺地区でワクチンの

接種を行う予定です。 

国から提供を受ける６５歳以上の方へのワクチン供給は不確定要素があり、町として接

種開始時期を見極めているところです。 

接種開始に関する情報は、詳細が確定次第、早急にお知らせいたします。 

洞爺湖町では、医療従事者の感染防止を最優先とし、ワクチンの接種を行います。その後、

以下の順でワクチン接種を実施していくよう調整しています。 

４月２６日の週に高齢者向けワクチンとして約４８０名が２回接種できる程度のワクチ

ンが届く予定です。このワクチンは高齢者施設に入所されている方々に接種し、順次、高

齢者の接種を開始してまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。 

状況によっては、高齢者用ワクチンを医療従事者に接種する場合も考えられますので、

ご理解ください。（４月9日現在、町内の医療従事者向けのワクチンが届いていません。） 

なお、接種券の発送については、４月下旬から５月初旬に発送を予定しておりますが、

遅れることも考えられます。 

              ※洞爺湖町の６５歳以上の人口 約３，５００人 



 
 
現在、北海道における新型コロナウイルスの新規感染者数は、

減少傾向にはなく概ね横ばいで推移しており、札幌市では増加傾
向となっています。 
感染を徹底して抑え込み、全道への再拡大を防止するため、次

の行動を実践しましょう。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

①医療従事者 
②高齢者施設
入所者等及び
その従事者 

③入院患者 
④６５歳以上
の高齢者 

基本行動 手洗い、咳エチケット、マスク着用、人との距離を取る 

・体調が悪いときには、外出は控える。 
・重症化リスクの高い人と接する時はリスク回避行動を 

徹底する。 
・「まん延防止等重点措置」を実施すべき区域とされた
宮城県及び大阪府、兵庫県との不要不急の往来を控え
る。 
 ※今後新たに追加された区域も同様 

・また、外出自粛などの都府県において行動制限が要請
されている地域との不要不急の往来を控える。 

・感染リスクを回避できない場合は、札幌市との不要不
急の往来を控える（4月 16日（金）まで）。 

 
 
 

・業種別ガイドラインや新北海道スタイルの実践などを 
している店舗を利用する。 

・「黙食」を実践する。 
（食事は４人以内など少人数、短時間で、深酒をせず、 
大声を出さず、会話の時はマスクを着用）。 

 

【感染の再拡大防止に向けて】 

 

①外出の際には 

②飲食の際には 

行動のポイント 
特措法第２４条第９項に基
づく道民の皆様等に対する
北海道からの協力要請 


